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研究成果の概要（和文）： 新しいエコ･イノベーションの取り組みのためのドライバーには、

急進的なデザインコンセプトあるいは新しいデザインコンセプトの開発に対する新しい環境技

術の開発と応用が含まれていた。製造の最初の段階は、環境製品の開発における革新を達成す

るためのエコデザイン戦略の導入の上で最も重要な要素と見なされていなかった。導入は一般

的に短期的戦略と見なされた。 
 

研究成果の概要（英文）： The drivers for a new, eco-innovation approach included the 

development and application of a new environmental technology, as opposed to a radical 

design concept or a new design concept development. The initial phase of production was 

not identified as being the most important factor in implementing an ecodesign strategy 

to attain innovation in environmental product development. The implementation was 

generally characterized as a short -term strategy. 
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１．研究開始当初の背景 

(1) 本研究は、エコ製品およびサービスの持

続可能な開発に向けてのイノベーション（革

新）の基本コンセプトを紹介するものである。

工業デザイナーのエコ･イノベーションのた

めのスキルに関係し、企業における革新的な

エコ製品活動への工業デザイナーの参加に

ついて説明する参考文献が乏しいことが本

研究の正当性を示している。この事実は、

2003年から2012年のエコ･デザイン国際シン

ポジウム(日本)から出版された論文で言及

されている。グローバルな見地からエコ･イ

ノベーションに関わる工業デザイナーとそ

の活動について論じた研究は少ない。この問
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題に関しては、オランダ、スウェーデン、イ

ギリス、ドイツなど、諸外国から参考文献が

出版されている。この問題のもう一つの重要

な局面は、それが国内および国際的なレベル

での持続可能な製造と消費を目指して工業

デザインという分野において行われると思

われる将来の活動のための歴史的リファレ

ンス（参照）および反省ポイントとなるとい

うことである。 

 

(2) 日本企業は地域的およびグローバルな

環境危機という現実に適切に対応する努力

を行っているので、解決策として新しい環境

戦略を示す必要がある。環境への影響を減少

させるための製品の革新的再開発は、製造と

消費の関係において、新しい市場力学を、そ

して潜在的には根本的変化を反映する。無駄

を最小化し効率を改善することを目指した

規制（たとえば Iso 14001 やリサイクル法）

と共に市場が変化し続けるにつれて、製品や

プロセスのエコ再設計（環境への影響を減ら

すための既存製品の再設計）を越えてビジネ

スドライバーに影響し、ビジネスドライバー

を新しく急進的なエコデザイン･ソリューシ

ョン（解決策）の開発に駆り立てる圧力が存

在する。 

 

２．研究の目的 

(1) 本研究の第一のトピックにおいて、我々

は革新的なエコ製品を開発するための工業

デザイナーの姿勢を検討する。具体的には、

環境問題に関する工業デザイナーの姿勢、革

新的な環境製品開発への参加と関与、エコ･

イノベーションの取り組みにおけるエコデ

ザイン戦略の導入に対する考え方、工業デザ

イナーがエコデザインに関して受ける教育

と訓練である。これらの要因を研究するため、

我々は日本企業で雇用された工業デザイナ

ーに焦点を当てた。  

 

(2) 本研究の第二のトピックにおいて、我々

は製品のユーザー（千葉市とサンパウロ市在

住）の環境懸念に対する態度を検討する。ま

た、製品や製造のサービスの環境面、そして

より持続可能な開発達成における消費段階

も、より効果的に統合することを企業および

開発者に促すことができる環境製品に対す

る彼らの意見も分析する。 

 

(3) 本研究の第三のトピックにおいて、我々

は市場における持続可能サービスのための

可能性コンセプトを探求する。エコ効率の良

いサービス（持続可能性に支えられる製品指

向のサービス）に基づき、我々はイノベーシ

ョン･サービスと製品の消費を提唱する。そ

れはコンビニエンスストアで持続可能なサ

ービスであり、持続可能な消費のための情報

ツールメディアのコンセプトである。 

 

３．研究の方法 

(1) 第一のトピックでは、革新的なエコデザ

インのコンセプトに関する主な研究の概要

を検討する。そしてエコ･イノベーションの

原理、その定義、専門家からの異なる見方を、

環境懸念に関する工業デザイナーの活動と

同様に説明する。この情報とエコ･イノベー

ションに関して専門家が著した海外の文献

を基に質問状を作成し、中小および大規模な

日本企業で雇用された工業デザイナーに配

布した。質問状の結果に基づいて、主要問題

と工業デザイナーが自分のスキルを環境製

品の開発に取り入れることができる方法を

検討する。 

 

(2) 第二のトピックでは、日本とブラジルに

おける製造、消費、経済活動の現システムが

もたらした環境破壊問題を、異なる視点から

検討する。この検討は、日本、ブラジル、ヨ

ーロッパおよび北米の多くの専門家による

文献とケーススタディーに基づく。情報に基

づき、質問状を作成し千葉市とサンパウロ市

において配布した。千葉市とサンパウロ市在

住のユーザー（消費者）が質問状に回答した。

質問状の最初の部分は彼らのプロフィール、

二番目の部分は環境問題に関する個人的意

見、三番目の部分は環境問題に関する学習に

関するものであった。  

 

(3) 第三のトピックでは、持続可能な消費の

ためのツールメディアのコンセプトを提唱

する。この提唱は、第一、第二のトピックの

情報に基づく。提唱デザインは国際的なデザ

インコンテストで受賞し、ユーザーによって

評価される予定であり、評価結果は出版され

ることになっている。 

 

４．研究成果 

(1) 第一のトピック 

  新しいエコ･イノベーションの取り組みの

ためのドライバー（戦略的な工業デザイナー

の見方から）には、急進的なデザインコンセ

プトあるいは新しいデザインコンセプトの

開発に対する新しい環境技術の開発と応用

が含まれていた。戦略的および実務的な工業

デザイナーは、エコデザインを新製品の開発

と革新への取り組みと見る。製造の最初の段



階は、環境製品の開発における革新を達成す

るためのエコデザイン戦略の導入の上で最

も重要な要素と見なされていなかった。 

   工業デザイナーの視点から新製品を開発

するために企業が採用したエコデザイン戦

略は、物的製品の環境的改善の重視が特徴で

あった。製品の最適化機能はエコデザインに

おける革新のための出発点と見なされてい

た。導入は一般的に短期的戦略と見なされた。 

   大多数の企業は、戦略的および実務的な

工業デザイナーのためのエコデザインの訓

練と教育を導入していなかった。エコ製品と

エコ素材のトピックが、訓練中に受け取る最

も重要な環境関連情報であると考えられて

いた。昨年中にエコデザインの訓練を受けて

いない工業デザイナーの大多数が企業で訓

練を受ける重要性を強調した。 

 

 
図１ Environmental Management System (EMS)  

 

  我々は Environmental Management System 

(EMS)（環境管理システム）のための詳細な

結果を、訓練を受けた戦略的および実務的な

工業デザイナーと、訓練を受けなかった工業

デザイナーの間で比較した(図１)。その結果、

このトピックは両方の工業デザイナーにと

って重要ではないことがわかった。換言すれ

ば、環境的影響を処理するための工業デザイ

ナーのためのエコデザインの訓練と教育へ

の関心は大きく増加していなかった。しかし、

エコデザインに関する工業デザイナーのた

めの訓練と教育の現在の状況は、エコデザイ

ンに対する彼らの反応的な取り組みを補強

し、その結果、エコ製品の革新のためのエコ

デザイン戦略に影響するということはまだ

容認されている。 

   地域社会と工業デザイナーの視点から行

う会社の環境活動の関係は建設的であった。

工業デザイナーの 66％が、自分の会社が地域

社会での環境活動を促進していると答えた。

しかし、その他の工業デザイナーは自分の会

社の環境活動推進の不足を認め、会社がそれ

を行うことが重要であると述べた。 

 

(2) 第二のトピック 

  日本とブラジルの製品ユーザーは、現在

の環境問題の解決策のための最も重要な要

因として社会文化的な原理を強く考慮して

おり、環境保護的姿勢を示している。また両

国のユーザーは消費者としても環境保護的

姿勢を示しており、製品購入の際に環境面を

考慮していた。彼らは環境に優しいと認めら

れる製品を購入することを通してそれを実

行していた。日本の回答者の約半数が、もし

企業がマーケティングにおいて急進的な環

境保護的側面を持つ新製品を発売したなら 

図 2 日本とブラジルの製品ユーザー 

 

ば、消費者のライフスタイルを変える事がで

きると述べた。同時に、ブラジルではユーザ

ーの半数以上がこの記述をより強く肯定し

た(図 2)。  

  日本のユーザーの大多数は持続可能な開

発コンセプトの知識に乏しく参加が少なか

った。同時に、ブラジルのユーザーの半数以

上は持続可能な開発の知識があることを示

した。両国のユーザーの環境教育と学習が示

す、より環境に優しいライフスタイルへの移

行レベルは高くなかった。日本とブラジルの

ユーザーの大多数は、主要トピックが家庭用

製品の消費と廃棄物に関連する環境教育を

受けることに関心を示した。ブラジルのユー

ザーで、地域社会の地元企業による環境活動

の推進に興味を持つものはわずかであった

が、日本のユーザーの大多数は、主要トピッ

クが環境に関するセミナーやシンポジウム

の計画に関するそれに興味を示した。 

 

(3) 第三のトピック  

 消費者とエコ効率の良いサービスの概念

的モデルが提唱される。このモデルは製品ま

たはサービスと持続可能性に支えられるサ

ービス（ユーザー指向で製品指向のサービ



ス）の購入に対する消費者の態度を概観する

ものである。モデルは、持続可能性に支えら

れるサービスの研究実施に関連する環境的

関心に対する消費者の態度についての前の

トピックの結論に基づく。このモデルでは、

ユーザー指向で製品指向のサービスのよう

な 2つのタイプのサポートサービスが相互に

作用する。次のタイプのサービスが説明され

る。すなわち、情報とコミュニケーションに

関連する環境の使用を改善することができ

るユーザー指向のサービス、素材とエネルギ

ーの使用を改善することができる製品指向

のサービスである(図 3)。  

 

  図 3 「エコ･マイレージ･カード」 

 

  このモデルに基づき、日本における持続可

能な消費のための具体的な情報ツールメデ

ィアが紹介される。提唱ツールメディアは製

造者と製品ユーザーの両方が持続可能な製

造と消費に移行するためのサポートとして

言及される。提唱されたコンセプトは「エコ･

マイレージ･カード」と呼ばれ、経済的、環

境的、社会文化的という 3つの柱の間のバラ

ンスを作り出すメディアである。それは、製

品またはサービスの購入時の主体的な態度

を通してより環境に優しいライフスタイル

を達成する機会をユーザーに与える。それは、

製品またはサービスの購入に向けてのユー

ザーの行動とその環境的影響（正と負）に関

する基本的情報を示す。それは、レンタル、

リース、シェアなどのサービスにインセンテ

ィブを与える。それは、ユーザーと環境のた

めのマイレージ･ポイントという蓄積された

便益を示す。またそれは、教育と持続可能な

消費の学習のためのパーソナルメディアで

もある。  

  A) 提唱されたコンセプトの社会的有益

性: 

  ユーザーにとってそれは教育と学習のパ

ーソナルメディアであり、製品またはサービ

スの購入に向けてのユーザーの行動とその

環境的影響（正と負）に関する基本的情報を

示す。EMC を安定的に使用すれば、ユーザー

のライフスタイルへの大きな影響によって

持続可能な消費のために方向を変えること

ができる。ディスカウント･ポイントの便益

は、製品とサービスの購入だけでなく、地域、

地方、そしてグローバルなレベルの環境活動

へのユーザーの参加も含むことが可能であ

る。サービスと製品のディスカウント･ポイ

ントの便益は、環境問題への態度を変えるこ

とを好まない人々、そして、持続可能性の点

から売り出された製品またはサービスに魅

力を感じない消費者にも影響を与えるであ

ろう。  

  B) 提唱されたコンセプトの経済的有益

性: 

  高いコスト、利益率の割に高い初期リスク、

技術的問題が、環境的局面を製品開発に導入

する際に製造者が直面する最も関連性のあ

る障害であった。ユーザーがパーソナルメデ

ィアサービスを徐々に受け入れれば、製造者、

流通、販売の行動に大きな影響を与え、製造

と消費のバランスをとり、製造者を刺激して

より持続可能な製品とサービスを低コスト

でマーケティングのための経済性をもって

開発させることができる。新しい製品とサー

ビスのシナリオにおいて適合する持続可能

な製品とサービスの導入の際に変化するコ

スト構造はイノベーションに影響を及ぼす

ことができよう。 

  C) 提唱されたコンセプトの成功を支える

ための要件: 

パーソナルメディアを導入するには、物理的

流通システム、関連法規および規則をさらに

研究することが必要である。資源や廃棄物の

税制などの補足的な取り組みは、製品とサー

ビスの組み合わせの再構成を促進すること

ができよう。EMC 導入のために可能な取り組

みは、「誰でも使用できる」というコンセプ

トに基づく統合された情報技術システムを

通して製品とサービスの革新的な流通シス

テムの導入に成功したコンビニエンススト

アに見られる。 
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